






われわれは,昭和 37 年以来,保健所の 3 歳児健診のシステムのなかに,幼児相談室を設け,

プレイルームと母子相互作用を活用した幼児相談活動をおこなっている。 

本年度は,本研究班の研究計画の第一段階として,東京都新宿区保健所,川崎市中原保健所,

同市高津保健所の幼児相談室の,「言語発達遅滞」を主訴とするケースの,年度別推移を分

析する作業に着手した。 

結果は,別表のとおりである。各保健所とも,来所数に占める言語発達遅滞の割合は,1%前後

であり,しかも,男児が女児よりも多い。また,その多くが,in-take より 2 年未満に終結し

ている。 


